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Taro Izumi
Emi Otaguro
Tam Ochiai
Sayako Kishimoto
Ken Sasaki
Teppei Soutome
Hideyuki Nakayama
+Taichi Sunayama

協力＝青山目黒、KAYOKOYUKI、小山登美夫ギャラリー、SUNAKI. Inc、TAKE NINAGAWA、中山英之建築設計事務所
協賛＝GEMINI Laboratory by TOPPAN

観覧料／一般1,000円（800円）、高校・大学生800円（600円）、中学生以下無料
＊（　）内は前売及び20名以上の団体料金
＊障がい者手帳をお持ちの方（介添者1名）、豊田市内在住又は在学の高校生及び豊田市内在住の75歳以上は無料（要証明）
　観覧料の減免対象者及び割引等については当館ウェブサイトをご確認ください

決して飼いならされることなく、野生を保ったまま人間とともに暮らすねこ
。
な
に
か

の役に立っているわけではないのに

飼
い
主

の
情
緒
に
豊
か

に
訴
え
る
、
そ
ん
な
普

通
で変な生

きも
の。
群れ
をつ
く
ら

ず
ひ
と
り

で狩
りを

す
る
肉

食
獣の
彼らは、

独

立
心
が
旺
盛
で
優
雅
な

、

家
の
な
か
の
小
さ
な
虎
で
す
。
こ
れ
ま
で
人
間
は

多
く
の
種
に影響を及ぼし、世界中の動物を絶滅へと追いやってきましたが、ねこは長い時

間をかけ
て人 間と

暮
ら
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
人
間
が
自
然
を
離
れ
て
都
市
を
形
成
し
高
層
ビ
ル
に

住
むよ

う
に
な
る
と
、
ね
こ
も
一
緒
に
空
に
上
が
っ
て
き
ま
し

た。ね
こ

は長
い進化の

過
程
で
、
自
ら
見
て
、
触
れ
、
嗅
い

で
、
隙間や内と外を自在

に行き来しながら、あるがままの道を歩ん
できました。

本展では、
人間とは

異なる
空間感

覚や
倫理
観を
持ち
、言
葉の
秩序

か
ら
逃
れ

る逸

脱
可
能
な
存
在
と

して
、
自
由
、
野

生、ユー
モア、

ナン
セン

ス
溢

れる
、ど
こ

か
“
ね

こ
”の
ような現

代美術を紹介します。

2023. 2. 25 sat. —
5. 21 su

n.

1. 佐々木健 《ねこ》 2017年／油彩、カンヴァス／個人蔵／ Courtesy of the artist and Gomike

2. 中山英之＋砂山太一 《かみのいし》 2020年／紙／©中山英之建築設計事務所
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A3フライヤー（二つ折り）

オモテ面

2023年2月25日（土）—5月21日（日）

開館時間＝10:00–17:30（入場は17:00まで）
休館日＝月曜日（5.1は開館） 
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3. 佐々木健 《雑巾》 2015年／個人蔵／courtesy of the artist and Gomike

4. 大田黒衣美 《旅する猫笛小僧》 2013年／ウズラの卵、ワックスペーパー、布、包装紙／個人蔵
5. 岸本清子 《I am 空飛ぶ赤猫だあ！》 1981年／ラッカー、パステル、カンヴァス／宮城県美術館蔵
6. 五月女哲平 《our time》 2020年／アクリル、木／©Teppei Soutome

7. 泉太郎 《ねこ》 2005年／©Taro Izumi

8. 落合多武 《猫彫刻》 2007年／ポリウレタンプラスチック、キーボード／個人蔵／©Tam Ochiai

◎同時開催
愛知県美術館・豊田市美術館同時期開催コレクション展

徳冨満―テーブルの上の宇宙

豊田市美術館
Toyota Municipal Museum of Art

［交通機関ご利用の場合］
名鉄三河線豊田市駅・愛知環状鉄道新豊田駅より徒歩15分
名鉄三河線上拳母駅・愛知環状鉄道新上挙母駅より徒歩20分
［お車ご利用の場合］
東名高速道路豊田 ICより約15分
東海環状自動車道松平 ICより約15分
伊勢湾岸自動車道豊田東 ICより約20分

〒471-0034 愛知県豊田市小坂本町 8丁目 5番地 1

Tel.0565-34-6610 Fax.0565-36-5103

E-mail. bijutsukan@city.toyota.aichi.jp

https://www.museum.toyota.aichi.jp
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決
し
て
飼
い
な
ら
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
野
生
を
保
っ
た
ま
ま
人
間
と
と

も
に
暮
ら
す
ね
こ
。
な
に
か
の
役
に

立
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
に
飼

い
主
の
情
緒
に
豊
か
に
訴
え
る
、
そ

ん
な
普
通
で
変
な
生
き
も
の
。
群
れ

を
つ
く
ら
ず
ひ
と
り
で
狩
り
を
す
る

肉
食
獣
の
彼
ら
は
、
独
立
心
が
旺
盛

で
優
雅
な
、
家
の
な
か
の
小
さ
な
虎

で
す
。

こ
れ
ま
で
人
間
は
多
く
の
種
に
影
響

を
及
ぼ
し
、
世
界
中
の
動
物
を
絶
滅

へ
と
追
い
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ね

こ
は
長
い
時
間
を
か
け
て
人
間
と
暮

ら
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て

人
間
が
自
然
を
離
れ
て
都
市
を
形
成

し
高
層
ビ
ル
に
住
む
よ
う
に
な
る

と
、
ね
こ
も
一
緒
に
空
に
上
が
っ
て

き
ま
し
た
。
ね
こ
は
長
い
進
化
の
過

程
で
、
自
ら
見
て
、
触
れ
、
嗅
い

で
、
隙
間
や
内
と
外
を
自
在
に
行
き

来
し
な
が
ら
、
あ
る
が
ま
ま
の
道
を

歩
ん
で
き
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
人
間
と
は
異
な
る
空
間

感
覚
や
倫
理
観
を
持
ち
、
言
葉
の
秩

序
か
ら
逃
れ
る
逸
脱
可
能
な
存
在
と

し
て
、
自
由
、
野
生
、
ユ
ー
モ
ア
、

ナ
ン
セ
ン
ス
溢
れ
る
、
ど
こ
か
"
ね

こ
"
の
よ
う
な
現
代
美
術
を
紹
介
し

ま
す
。
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A3フライヤー（二つ折り）

ウラ面

関連プログラム
＊豊田市美術館
ウェブサイトをご覧ください。


